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１．現場の負担を軽減した質の高い教育実習の実
現に向けた検討

（１）教育実習は現行の単位での履修とし、学校体
験活動は積極的に単位化を推進
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２．コアカリキュラムの目標の達成状況を確認する
ためのCBTの導入

（１）教職課程コアカリキュラムの到達目標の改善
・「コンテンツ型」から「コンピテンシー型」への
シフト

・教員の指導状況も確認可能とする達成目標
の設定

（２）「コンピテンシー型」目標設定に向けた「学習
方略」のモデル提示
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３．大学院新教育課程を通じて免許状の授与が可
能となる方策の検討

（１）学士課程において取得する免許状の質をふま
えた、大学院新教育課程でのカリキュラムを検討
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【参考】
１．（１）についての考え方

・現在インターンシップ等の科目として全学で開講

・理工系学部学科においては、１～２年次当該学
科の基礎的基本的科目と実験実習科目が中心と
して開講され、物理的にも極めて開講が厳しい

・教育実習履修者の受入校確保に地域差大



ご清聴ありがとうございました
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